
 

 

  

 

 

令和６年８月３０日    

  第二管区海上保安本部 

 

 
海の地図を学ぼう 

～第１５３回水路記念日企画展～ 
 

第１５３回水路記念日にあわせ、明治５年に日本で初めて刊行された第一号海図（釜石港）

を展示します。また、海の深さを調べる様々な技術や、迫力ある日本周辺の３Ｄ海底地形図

についてもご紹介します。 

 

 我が国における近代的な海洋調査と海図作製は、今から１５３年前、兵部省海軍部水路局の

設置により始まりました。戦後、海図の作製を引き継いだ海上保安庁は、同水路局が設置され

た９月１２日を水路記念日と定めました。 

同記念日にあわせ、第二管区海上保安本部は企画展を開催します。 

企画展では、測量から製図まで日本人のみの手で作られた日本最初の海図「釜石港」を展示

するほか、海図作製に係る海洋調査技術や日本周辺の３Ｄ海底地形図についてご紹介します。 

 

◯ 企画展の開催場所、開催期間  

東北歴史博物館内エントランスホール（宮城県多賀城市高崎1-22-1) 

9月10日（火）～9月23日（月） 午前9時30分～午後5時 

 （東北歴史博物館の休館日を除く） 

 

 

◯ 主な展示内容 

・第一号海図（釜石港） 

・海図の移り変り（塩釜港ほか） 

・海の深さの測り方の移り変り 

・日本周辺の３Ｄ海底地形図 

 

 

 

 

 

         

 

第一号海図（釜石港） 

昨年の企画展の開催状況 



 

  

  明治４年（西暦１８７１年）９月１２日（旧暦７月２８日）に兵部省海軍部に水路局が設

置されたことを記念してこの日を水路記念日としています。この水路局設置により我が国の

本格的な海洋調査・海図作製が始まりました。 

  戦後、海図作製の業務は海上保安庁海洋情報部に引き継がれ、日本の海上物流を支えてい

ます。 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

展示パネルの例 

水路記念日とは 

『日本周辺３Ｄ海底地形図』 

海洋情報部の大陸棚調査を主と

して５００メートルメッシュで表

現した海底地形図。赤、青の立体メ

ガネを使用することで、３次元的に

迫力ある海底地形として見ること

ができます。 

 

『海の深さはどうやって測るのか？』 

水深の調査方法は、時代とともに変化しています。 

大正時代まではおもりを付けたロープなどを海底に着くまで繰り出し、その長さから水深

を求める方法でした。昭和に入ると、船に設置した音響測深機から音波を出し、音波が海底

に反射して戻ってくるまでの時間から、船の真下の水深を求める方法が主流になりました。 


